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　このたびは，長尾真記念特別賞という栄誉ある賞

をいただきとても嬉しく思います．エンタテインメント

の研究は，人を楽しませることが大きな目的です．私

の研究活動の特徴は，とにかく提案したアルゴリズム

やシステムを，可能な限りプロフェッショナルな舞台で

使おう！ そしてさまざまな人たちに見てもらおう！ と 

いう点に集約されます．これまでに，鈴鹿 8 時間耐

久バイクレースのピットクルー支援システムや，ハンディ

キャップを持った方々のための公園ナビゲーションシス

テム，司会進行を支援するウェアラブル MC システム，

体に 300 個以上の小型コンピュータを装着して踊る電

飾ダンスシステム，観客参加型演劇を支援するセンサ

ヘルメットなど多数の実践的なシステムを開発し，運

用してきました．そのうちのいくつかは商品化されたり，

また，電飾に取り組んでいた学生がベンチャーを立ち

上げるなどよい成果につながっています．学術的には，

加速度センサ等を用いて人間の動きを先読み認識する

技術や，従来難しかった複合動作をセンサ値の定常

性をもとに分離する技術など，主に行動認識技術につ

いて高い評価を受けました．また，それに付随する信

頼性の高いアプリケーションプラットフォームを実装し，

システムを現場で多数利用することで提案する技術が

実践的であることを示してきたことがこのような賞をい

ただくきっかけになったのだと思います．

　さて，なぜ研究開発したシステムを本番の現場で使

うことを大事だと思ったのか，なのですが，これは私

自身のいくつもの失敗から得られたものです．たとえ

ば，ハンディキャップを持った方々向けの公園ナビゲー

ションシステムでは，動的に提示コンテンツを制御する

機能を備えており，耳が聞こえない人には手話ビデオ

など視覚情報をリッチに，目が見えない人には音声で

完結するナビゲーションをする機能がウリでした．これ

らは研究室のメンバでは評判よく使えていたのですが，

実際障害者団体の方々に使っていただくと，目が見え

ない人に対して音声情報で聴覚を占有するのは鬱陶し

くかつ危険であることが分かりました．また，ダンス

のステップを認識して音を出すシステムでは，当たり前

なのですが研究室ではうまく動いていても，本番はダ

ンサーも緊張して普段と動きが変わります．また，認

識のちょっとしたディレイによって，現場の「ノリ」が変

化して想像以上にステージの出来が悪くなります．こう

いった問題点は，後から考えると当然のことなのです

が，従来システムではあまり考慮されてなかったわけで，

現場で本気で使ったからこそ初めて分かった問題点で

した．したがって，その解決方法も新規性の高いもの

になり，いい評価をいただける研究成果を挙げること

ができたというわけです．

　こういった現場利用を行うためには，システムの見

た目を作り込んだり，運用に大量の人員が必要だった

り，もちろん適用先の分野の人たちと密にディスカッシ

ョンや交渉を行ったり，と多くの研究の本質以外の要

素を含みます．こういった取り組みが継続できている

のも，周囲のいろんな分野の人たち，研究室のメンバ，

周りの先生方の支援や協力があってこそです．今後は，

本研究分野の発展に積極的に寄与し，周囲への恩返

しをしながら自分もさらに向上していけたらと考えてい

ます．
（2014 年 5 月 21 日受付）
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